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－はるな生協の現況－
（2024年６月27日現在）

組合員数	 19,528人
出資総額	 390,514,500円
一人平均出資額	 19,998円

電話 027（323）2762 ７ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　
「
秋
で
も
な

い
の
に
熊
の
被

害
だ
っ
て
」「
猪

に
荒
ら
さ
れ
る

か
ら
、
さ
つ
ま

芋
は
作
ら
な
い
ん
だ
よ
」

近
年
、
野
生
動
物
に
関
す

る
話
題
を
よ
く
聞
く
。
柵

を
作
る
、
柿
な
ど
実
の
な

る
木
を
切
る
、
動
物
を
捕

殺
し
て
数
を
減
ら
す
、
な

ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
動
物
た
ち
は

重
要
な
生
態
系
の
構
成
員

だ
し
人
間
だ
っ
て
そ
の
一

種
に
過
ぎ
な
い
の
に
▼
実

際
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
人

の
苦
し
み
は
い
か
ば
か
り

か
と
胸
が
痛
む
。
し
か
し
、

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の

対
策
で
は
解
決
に
な
ら
な

い
し
、
長
い
目
で
見
れ
ば

己
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
▼
近
年
の

気
候
変
動
は
甚
だ
し
く
、

原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日

は
昨
日
よ
り
10
℃
も
高
い
。

豪
雨
災
害
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
起
き
て
い
る
し
、

雹
や
竜
巻
、
突
風
の
災
害

も
珍
し
く
は
な
く
な
っ
た
。

海
水
温
は
ど
ん
ど
ん
上
が

り
、
極
地
方
の
氷
は
年
々

減
っ
て
い
る
。
も
う
危
機

は
と
っ
く
に
始
ま
っ
て
い

て
、
す
べ
て
の
問
題
が
関

連
し
合
い
雪
だ
る
ま
式
に

膨
ら
ん
で
い
る
▼
そ
れ
で

も
私
た
ち
が
か
け
ら
れ
る

ブ
レ
ー
キ
も
あ
る
は
ず
だ
。

例
え
ば
、
冷
房
は
必
要
以

上
に
冷
や
し
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
使
い
捨
て
グ
ッ

ズ
の
便
利
さ
に
頼
り
す
ぎ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
個

人
の
一
歩
は
小
さ
く
て
も

一
億
人
の
一
歩
は
一
億
歩

だ
。
歩
み
始
め
な
け
れ
ば
。

我
が
物
顔
で
地
球
を
破
壊

し
、
一
番
増
え
過
ぎ
た
ヒ

ト
と
い
う
動
物
を
「
邪
魔

だ
か
ら
捕
殺
し
よ
う
」
と

神
様
が
思
わ
な
い
う
ち
に
。

�

（
ゆ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

真
夏
日
と
な
っ
た
６
月
15
日
、
第
72
回
通
常
総
代
会
が
高
崎
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
た
ま
ご
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
昨
年
同
様
の
通
常
開
催
に
１
８
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
６
つ
の
議
案
提
案
は
、
全
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
今
年
度
の
新
入
職
員
紹
介
、
ま
た
昨
年
度
の
仲
間
増
や
し
と
出
資
金

増
や
し
の
目
標
達
成
し
た
地
域
支
部
と
各
職
場
・
事
業
所
の
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
、
終
わ
り
に
退
任
理
事
と
新
任
理
事
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

協
同
組
合
と
し
て

協
同
組
合
と
し
て

で
き
る
こ
と
を

で
き
る
こ
と
を

今
年
度
が
正
念
場

今
年
度
が
正
念
場

監
査
に
関
す
る

監
査
に
関
す
る

議
案
提
案
と
報
告

議
案
提
案
と
報
告

５
人
か
ら
の

５
人
か
ら
の

質
疑
・
討
論

質
疑
・
討
論

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
田
幸

弘
常
任
理
事
よ
り
総
代
会
成

立
の
宣
言
の
中
で「
75
万
人
、

出
生
率
が
１
・
20
。
こ
の
ま

こ
れ
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
　
医
療
生
協
を
め
ざ
し
て

第
72
回
通
常
総
代
会

議案を採決する総代のみなさん

山田（幸）常任理事

吉田副会長

酒井専務理事

関特定監事

齋藤総代（矢中）富岡総代（職員）黒金総代（上中居）

ま
い
く
と
、
１
０
０
年
後
の

日
本
の
人
口
は
江
戸
時
代
末

期
と
同
じ
数
に
な
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
社
会
、
国
民

健
康
保
険
の
滞
納
世
帯
も
多

く
、
そ
の
た
め
に
受
診
を
控

え
て
我
慢
す
る
方
も
身
の
ま

わ
り
に
増
え
て
い
る
。
私
た

ち
に
今
何
が
で
き
る
の
か
、

何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
る

一
日
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
第
６
支
部
の

渡
辺
百
合
子
総
代
、
第
５
支

部
の
角
田
義
和
総
代
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

長
か
ら
書
記
・
議
事
運
営
委

員
・
資
格
審
査
委
員
の
各
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
群
馬
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
副
会
長

の
吉
田
登
様
よ
り
、「
現
在
、

コ
ロ
ナ
５
類
以
降
後
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
認
識
は
世
代
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
終
息
が
見
え
な
い
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
や

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

(

ガ
ザ
地
区)

の
紛
争
、
さ
ら

に
世
界
中
に
起
き
て
い
る
異

常
気
象
（
気
候
変
動
）
な
ど
、

　

酒
井
潤
専
務
理
事
よ
り
、

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告

と
２
０
２
４
年
度
の
事
業
方

針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
も
経
営
が
厳
し
い
結
果

と
な
っ
た
が
、
地
域
支
部
で

の
組
合
員
活
動
の
再
開
、
各

専
門
委
員
会
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
。
ま
た
、
各
事
業

所
で
は
利
用
が
厳
し
い
と
こ

ろ
、
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

経
営
改
善
の
取
り
組
み
で

は
、
群
馬
民
医
連
か
ら
の
支

援
要
請
を
行
い
、
職
員
へ
の

経
営
説
明
会
の
取
り
組
み
を

報
告
。
ま
た
改
善
と
し
て
、

病
院
で
の
入
院
患
者
の
受
け

入
れ
対
策
を
柱
と
し
て
、
以

前
よ
り
も
良
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

　

関
宏
特
定
監
事
か
ら
は
、

第
５
号
議
案
で
監
事
監
査
規

則
一
部
改
定
の
件
の
提
案
が

あ
り
、
ま
た
平
井
敏
久
監
事

か
ら
は
監
査
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
５
人

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

齋
藤　

有
功
総
代

�

（
矢
中
支
部
）

　

機
関
紙
「
緑
十
字
」
の
配

達
が
、
地
域
組
合
員
の
高
齢

化
で
配
布
者
も
配
布
部
数
も

減
少
し
て
い
る
。
職
員
も
地

域
で
の
配
達
が
で
き
な
い

か
。
総
代
の
定
数
も
改
善
が

必
要
。
不
明
組
合
員
の
調
査

も
郵
送
料
の
値
上
げ
に
伴
い

組
合
員
の
つ
な
が
り
か
ら
確

認
す
る
こ
と
も
検
討
で
は
。

矢
中
支
部
の
地
域
に
は
、
誰

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居

場
所
が
あ
る
。「
矢
中
い
こ

い
の
家
ゆ
う
ゆ
う
」
に
皆
さ

ん
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
。

様
々
な
問
題
が
あ
る
中
で
私

た
ち
は
こ
れ
ら
の
平
和
運
動

を
通
し
て
、も
っ
と
社
会
的
・

政
治
的
に
生
協
の
運
動
を
認

め
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な

い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
」

と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
①
紹
介

を
断
ら
な
い
。
計
画
し
た
患

者
・
利
用
者
の
確
保
。
②
在

宅
診
療
の
拡
大
。
③
効
率
的

な
人
員
配
置
。
④
臨
床
研
修

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

富
岡
真
理
子
総
代

�

（
職
員
支
部
）

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
健
康
増
進
活
動

拠
点
病
院
）
活
動
の
一
環
と

し
て
、
５
月
に
健
康
づ
く
り

委
員
会
と
合
同
で
病
院
待
合

室
で
健
康
講
座
を
開
催
し

た
。
フ
レ
イ
ル
予
防
を
テ
ー

マ
に
講
演
と
健
康
相
談
会
を

行
い
43
人
が
参
加
。
年
度
内

に
あ
と
２
回
開
催
予
定
。

黒
金　

惠
子
総
代

�

（
上
中
居
支
部
）

　

第
３
号
議
案
で
選
任
す
る

役
員
（
理
事
）
を
26
人
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
第
６
号

議
案
の
定
款
改
定
案
で
は
役

員
（
理
事
）
を
20
人
以
上
25

人
以
内
と
し
て
い
る
が
、
新

た
な
定
款
に
外
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。



2024年７月10日 ⑵2024年７月号（第700号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

□高崎中央病院  TEL 027（323）2665　　□通町診療所  TEL 027（322）6534　　□はるな生協歯科診療所  TEL 027（388）0022

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

①
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
は
、
小
さ
い

子
ど
も
や
高
齢
者
の
よ
う

な
抵
抗
力
の
弱
い
人
に
髄

膜
炎
・
敗
血
症
・
肺
炎
の

よ
う
な
名
前
を
見
る
か
ら

に
怖
い
重
症
の
感
染
症
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
気
は
、
命
に
関
わ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
心
臓
や
呼
吸

器
、
腎
臓
、
肝
臓
の
病
気

が
あ
り
内
臓
の
働
き
が
落

ち
て
い
る
人
や
糖
尿
病
の

人
は
感
染
に
弱
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
後
で

抵
抗
力
が
落
ち
て
い
る
時

に
も
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
に
か
か
り
重
症
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
こ
の
肺
炎
球
菌

に
対
し
て
優
れ
た
予
防
接

種
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
用
と
高
齢
者
用
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
は

23
価
（
細
菌
の
細
か
い
分

類
で
肺
炎
球
菌
の
中
の
23

種
類
に
有
効
）の「
ニ
ュ
ー

モ
バ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
ワ

ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
国

と
し
て
も
接
種
を
広
め
て

重
症
患
者
を
減
ら
す
た
め

公
費
の
助
成
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
…
と
５
歳
刻
み

大
人
も
予
防
接
種肺

炎
球
菌
と
風
疹

お詫びと訂正
　緑十字６月号（第699号）の１面で、一部間違った箇所がありました。
　支部総会は９支部で開催、議案説明会は13支部で開催されました。ではなく、正し
くは支部総会は11支部で開催、議案説明会は13支部で開催されました。となります。
お詫び申し上げます。

第
３
回

で
公
費
の
助
成
が
あ
り
ま

し
た
が
、
24
年
度
か
ら
65

歳
に
な
っ
た
時
の
１
回
の

み
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま

ま
で
は
５
年
後
に
も
う
一

度
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
チ
ャ
ン

ス
は
１
回
だ
け
で
す
。

８
５
０
０
円
程
度
の
料
金

に
対
し
て
高
崎
市
で
は
本

人
負
担
２
０
０
０
円
で
接

種
で
き
ま
す
。
今
年
度
中

に
65
歳
に
な
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
尚
、
66
歳
以
上
で
今

ま
で
一
度
も
公
費
助
成
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
１

回
の
み
２
０
０
０
円
の
助

成
が
あ
り
ま
す
（
自
己
負

担
が
６
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
）。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
５

年
ご
と
に
追
加
接
種
す
る

こ
と
で
強
い
免
疫
を
維
持

で
き
ま
す
。
２
回
目
以
降

は
自
費
に
な
り
ま
す
が
、

是
非
受
け
続
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

②�

風
疹
抗
体
の
検
査
と
予

防
接
種

　

風
疹
は
、
発
熱
や
発
疹

を
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
す
。
症
状
は
そ
れ
ほ

ど
重
く
な
い
の
で
す
が
、

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児

に
異
常
が
お
こ
り
重
い
障

害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

20
～
30
代
ま
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
子
ど
も
の

頃
や
中
高
生
で
ワ
ク
チ
ン

を
２
回
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
世

代
で
は
学
校
等
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
女
性
の
み

だ
っ
た
た
め
ウ
イ
ル
ス
に

対
し
て
抗
体
（
抵
抗
力
）

を
持
っ
て
い
な
い
人
が
い

ま
す
。
時
々
海
外
か
ら
の

ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
際
抗
体

を
持
っ
て
い
な
い
男
性
が

感
染
し
、
た
ま
た
ま
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
て
な
い
妊
婦

に
う
つ
し
て
し
ま
う
と
問

題
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
抗
体
の
低
い
世

代
の
男
性
に
対
し
て
血
液

検
査
を
行
い
（
検
査
は
無

料
）、
数
値
の
低
い
人
に

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し

て
も
助
成
が
あ
り
ま
す

（
麻
疹
に
も
有
効
な
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
が
５
０
０
０
円

引
き
で
受
け
ら
れ
ま
す
）。

対
象
者
は
、
昭
和
37
年
４

月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
で

す
。

　

こ
ち
ら
の
制
度
は
、
今

年
度
が
最
後
の
年
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
検
査
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。
当
院

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

第第
7272
期
役
員

期
役
員

に
つ
い
て

に
つ
い
て

２
０
２
３
年
度

２
０
２
３
年
度

年
間
目
標
達
成
支
部

年
間
目
標
達
成
支
部

高橋総代（六郷）笠原総代（矢中）

大野常任理事（閉会あいさつ）

退任理事・新任理事の各あいさつ

目標達成支部表彰新入職員紹介

高
橋
眞
理
子
総
代

�

（
六
郷
支
部
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
後
遺
症
に
苦
し
む
人

が
全
国
に
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
に
対
す
る
見
解
は
。

仲
間
増
や
し
・
出
資
金
増
や

し塚
沢
支
部
、
佐
野
支
部

仲
間
増
や
し

上
中
居
支
部

出
資
金
増
や
し

（
地
域
支
部
）

第
３
支
部
、
第
６
支
部
、
片

岡
・
八
千
代
支
部
、
倉
賀
野

支
部
、
高
南
支
部
、
中
居
第

　

第
72
回
通
常
総
代
会
で

は
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
理

事
・
監
事
で
９
人
の
退
任
、

７
人
の
新
任
が
あ
り
ま
し

た
。
退
任
す
る
９
人
の
方
々

は
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
新
任
す
る
７
人
の

方
々
は
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
再
任
の
理
事
・
監
事

の
紹
介
は
、
省
略
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

笠
原　

綾
子
総
代

�
(

矢
中
支
部)

　

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

「
虹
の
家
」
が
満
室
で
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
対

応
は
。
介
護
保
険
の
利
用
者

負
担
が
増
え
る
こ
と
や
病
院

の
外
来
患
者
が
減
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
見
解
は
。
議
案
書

で
は
、
生
協
の
活
動
は
素
晴

ら
し
い
の
で
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

退
任
理
事

関
沼　

光
好

�

（
副
理
事
長
・
職
員
支
部
）

小
笠
原
真
明

�

（
非
常
勤
・
倉
賀
野
支
部
）

丸
山　

一
世

�

（
非
常
勤
・
第
２
支
部
）

石
島　

正
味

�

（
非
常
勤
・
第
３
支
部
）

飯
野　

純
一

�
（
非
常
勤
・
第
５
支
部
）

田
嶋　

孝
男

�

（
非
常
勤
・
第
６
支
部
）

黒
沢
か
ほ
る

�

（
非
常
勤
・
吉
井
町
支
部
）

佐
藤
久
美
子

�

（
常
勤
・
職
員
支
部
）

退
任
監
事

岸　
　

竹
人

�

（
非
常
勤
・
第
６
支
部
）

新
任
理
事

清
水　

政
志

�

（
非
常
勤
・
第
５
支
部
）

町
田
由
紀
江

�

（
非
常
勤
・
倉
賀
野
支
部
）

平
田　
　

仁

�

（
非
常
勤
・
上
中
居
支
部
）

大
澤　

親
司

�

（
非
常
勤
・
吉
井
町
支
部
）

上
田　

浩
二

�

（
常
勤
・
職
員
支
部
）

井
上　

伸
恵

�

（
常
勤
・
職
員
支
部
）

一
支
部
、
中
居
第
二
支
部
、

高
関
支
部
、
江
木
支
部
、
群

馬
町
支
部
、
玉
村
支
部

（
職
場
・
事
業
所
支
部
）

看
護
部
長
、
医
局
、
病
院
管

理
事
務
室
、
健
診
室
、
地
域

連
携
室
、在
宅
リ
ハ
ビ
リ
課
、

歯
科
診
療
所
、
看
護
小
規
模

多
機
能
つ
む
ぎ
、
総
務
部
、

組
合
員
活
動
部

新
任
監
事

松
本　

勉
枝

�

（
非
常
勤
・
安
中
支
部
）
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　専用封筒を事業所の窓口で販売しています。保管し投函までの
管理及び切手代を含み１通100円です。
　投函は事業所窓口の「未来ポスト」にお願
いします。
　参加したい、投函したいが交通手段がない
場合は、組合員活動部までお知らせください。
組合員活動部　TEL：027-323-2762
Email：kumikatu@harunacoop.or.jp

「あなたは誰に届けますか」
締め切り間近！投函期間は、８/９（金）までです!!
創立70周年記念事業・未来ポスト

参加者大募集中!!!
10年後20年後の私へ、子どもへ、誰かへ、手紙のプレゼントです。

70周年記念事業・寄せ書き企画

未来へつなごう！みんなの願い!!
～「寄せ書き」に思いをのせて～

　70周年記念事業委員会では、はるな生協の未来へ向けたメッ
セージを皆様から募集しております。尚、「寄せ書き」は組合員ふ
れあい会館(病院北側建物)の１階で展開しております。是非、「寄
せ書き」にメッセージをお書きください。

寄せ書き会場：組合員ふれあい会館
　　　　　　　（１階）
　　　　　　　〈期間：８月末まで〉

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで
　　　　　　　　TEL：027-323-2762

　

２
回
目
は
、
医
療
保
険
で

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
き
ま

す
。

　

診
療
報
酬
上
、
医
師
の
指

示
の
も
と
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

は
「
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
料
）」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
リ
ハ
ビ
リ
す
る

原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ

（
疾
患
）
に
よ
り
、
診
療
報

酬
や
リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
る
期

間
が
異
な
り
ま
す
。
当
院
で

は
、
入
院
・
外
来
で
脳
血
管

疾
患
・
廃
用
症
候
群
・
呼
吸

器
・
運
動
器
・
が
ん
（
入
院

の
み
）
の
施
設
基
準
を
取
得

し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
脳
血
管
疾
患
リ
ハ
：
対
象

は
脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗

塞
な
ど
）
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
神
経
難
病
、
脊
髄

損
傷
な
ど
。
リ
ハ
ビ
リ
で
き

る
期
間
：
発
症
し
た
日
か
ら

１
８
０
日
間

●
呼
吸
器
リ
ハ
：
肺
炎
や
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
急
性
増
悪
な
ど
呼

吸
器
の
疾
患
が
対
象
。
リ
ハ

ビ
リ
で
き
る
期
間
：
リ
ハ
ビ

リ
を
開
始
し
た
日
か
ら
90
日

間●
運
動
器
リ
ハ
：
手
足
や
腰

な
ど
に
急
性
に
発
症
し
た
運

動
器
の
疾
患
（
例
え
ば
骨
折

や
手
術
な
ど
）
や
慢
性
の
運

動
器
の
疾
患
が
急
に
悪
化
し

た
状
態
に
な
っ
た
場
合
。
リ

ハ
ビ
リ
で
き
る
期
間
：
発
症

ま
た
は
手
術
し
た
日
な
ど
か

ら
１
５
０
日
間

●
廃
用
症
候
群
リ
ハ
：
急
性

発
症
し
た
疾
患
の
治
療
を
行

い
、
そ
の
疾
患
自
体
が
改
善

し
て
も
残
る
「
廃
用
」
に
対

し
て
行
い
ま
す
。（
例
え
ば
、

私
た
ち
で
も
熱
が
あ
る
時
に

動
け
な
い
の
は
「
廃
用
」
で

は
な
く
て
具
合
が
悪
い
か
ら

で
す
よ
ね
）
新
た
に
発
生
し

た
「
廃
用
」
が
対
象
と
な
る

の
で
、
元
々
日
々
の
生
活
動

作
の
す
べ
て
に
介
助
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
、
逆
に
症

状
が
良
く
な
っ
た
ら
多
少
の

体
力
の
低
下
は
あ
っ
て
も
日

常
生
活
は
行
え
て
い
る
方
な

ど
は
適
応
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
廃
用
の
「
予
防
」
で
は

実
施
で
き
ま
せ
ん
。（
現
在

の
診
療
報
酬
制
度
で
は
「
予

防
」
は
、
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の

こ
と
で
も
保
険
適
応
外
。
予

防
接
種
な
ど
）
リ
ハ
ビ
リ
で

き
る
期
間
：
廃
用
症
候
群
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
日
か
ら

１
２
０
日
間

●
が
ん
リ
ハ
：
入
院
を
し
て

い
る
が
ん
の
診
断
を
受
け
た

方
で
、
①
現
在
が
ん
の
治
療

を
受
け
て
い
る（
抗
が
ん
剤
・

手
術
な
ど
）
も
し
く
は
②
が

ん
の
治
療
は
し
な
い
が
自
宅

等
へ
帰
る
方
針
が
あ
る
こ

と
。
リ
ハ
ビ
リ
で
き
る
期

間
：
期
限
な
し

　

現
在
、
こ
う
い
っ
た
複
雑

な
診
療
報
酬
の
制
度
の
中
で

リ
ハ
専
門
職
に
よ
る
疾
患
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
も
私
が
作
業
療

法
士
と
な
っ
た
20
年
前
に
は

疾
患
に
よ
る
区
分
け
も
な
く

リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
期
間
の

期
限
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

診
療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ

る
ご
と
に
、
多
く
の
制
約
が

で
き
「
リ
ハ
ビ
リ
難
民
」
な

ど
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

制
度
の
改
定
に
伴
っ
て
変

わ
っ
て
い
く
可
能
性
は
大
い

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち

リ
ハ
専
門
職
と
一
緒
に
行
っ

て
い
る
時
間
だ
け
が
「
リ
ハ

ビ
リ
」
で
は
な
く
、
そ
れ
以

外
の
多
く
の
時
間
を
ど
う
過

ご
し
て
い
く
か
が
、
回
復
・

改
善
・
維
持
に
向
け
た
大
き

な
「
リ
ハ
ビ
リ
」
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
の
意
欲
に
加
え
、
入

院
で
あ
れ
ば
治
療
に
伴
う
療

養
生
活
の
多
く
の
時
間
に
関

わ
る
看
護
師
や
介
護
職
員
の

係
わ
り
、
お
家
で
あ
れ
ば
ご

家
族
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
職

員
の
係
わ
り
が
大
き
な
影

響
・
効
果
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
医
療
保
険
で
は
あ

り
ま
す
が
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か

で
診
療
報
酬
や
実
施
に
お
け

る
制
限
・
制
約
な
ど
が
変
わ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
の
連

携
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
証
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
の

は
こ
の
た
め
で
す
。

連　載

（
そ
の
２
）

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

　

今
後
も
介
護
保
険
の
該
当

と
な
る
よ
う
な
高
齢
者
の
方

の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
医
療
保
険

か
ら
介
護
保
険
で
の
実
施
が

促
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

次
回
、
介
護
保
険
制
度
上

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ

課
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま

す
。

（
１
・
２
回　

高
崎
中
央
病

院
リ
ハ
ビ
リ
室　

課
長　

作

業
療
法
士　

山
口
美
子
が
担

当
し
ま
し
た
）

上州歴史散歩
「草津栗生楽泉園～人権について学ぶ～」

“締切り迫る!!”

教育文化委員会
日　時：８月６日（火）
集合・出発：７時30分（高崎中央病院東側患者駐車場）
　　　　　　　　～ 17時30分到着予定

　午前中は、栗生楽泉園社会交流館・重監房資料館の見学をして、
その後15時までは草津町内歴史ウォーキングツアー、または自由散
策です。

参加費：�5,500円(バス代・保険料のみ、昼食
は付きません)

定　員：25人（先着順）〈最少催行人員15人〉
お申込み締切り日：７月19日（金）まで

お問い合わせ先：組合員活動部（井上）
　　　　　　　　電話027（323）2762
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無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

2024年４月〜

（高崎中央病院）

℡（027）322－6534㈹
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〈
中
居
町　

佐
藤　

英
三
〉

　

最
近
は
暑
く
て
暑
く
て
。

ま
だ
夏
本
番
で
は
な
い
の
に

こ
の
暑
さ
…
今
か
ら
梅
雨
時

期
ジ
メ
ジ
メ
で
、
洗
濯
物
が

乾
か
な
い
。
ゆ
う
う
つ
な
時

期
で
す
。

　

頑
張
っ
て
過
ご
し
ま
す
。

〈
沖
町　

上
原　

靜
子
〉

　

梅
を
漬
け
ま
し
た
。
塩
を

ま
ぶ
し
て
ビ
ン
を
こ
ろ
が
し

て
。
水
が
上
が
る
の
が
楽
し

み
で
す
！
暑
さ
に
負
け
な
い

よ
う
に
！

〈
下
小
塙
町　

佐
藤　

昌
美
〉

「
昨
日
は
去
っ
た　

明
日
は

ま
だ
来
な
い　

今
を
大
切
に

生
き
よ
」　

一
休
宗
純

　

私
も
五
月
で
80
才
に
成
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
境
地

で
す
。

〈
藤
塚
町　

吉
田　

精
二
〉

　

６
月
５
日
の
「
金
井
沢
碑

と
山
上
碑
を
歩
こ
う
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
段
差
の
い
厳

し
い
道
を
登
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
日
陰
で
道
中
は
気
持

ち
い
い
も
の
で
し
た
。
一
緒

に
参
加
し
た
90
歳
の
女
性
が

両
手
を
土
に
付
け
な
が
ら
も

階
段
道
を
歩
い
た
の
で
自
分

も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
目
標

を
せ
め
て
90
歳
ま
で
は
自
分

の
足
で
歩
い
て
ど
こ
で
も
行

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
俳
句
・
川
柳
】

渓
流
に
岩
魚
を
追
い
し
日
は
遥
か	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

不
ぞ
ろ
い
の
学
校
田
は
楽
し
い
ぞ	

箕
郷
町　

芹
澤　

一
生

初
取
り
の
茄
子
艶
よ
し
仏
壇
へ	

城
山
町　

三
友
久
美
子

戻
り
き
ぬ
薄
暮
風
情
や
絹
糸
梅
雨	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

雑
草
と
闘た
た
かふ
覚
悟
夏
来
た
る	

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

【
短
歌
】

銘
柄
の
「
お
た
る
」
に
ひ
か
れ
飲
む
わ
れ
を

　
　
　
　

知
り
た
る
孫
に
赤
ワ
イ
ン
貰
う	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

梅
雨
晴
れ
の
夜
空
を
照
ら
す
赤
き
満
月

　
　
　
　

父
を
偲
び
つ
忌
日
の
近
し	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

骨
量
が
年
令
よ
り
も
多
め
と
の

　
　
　
　

検
査
の
結
果
に
一
ま
ず
安
心	

甘
楽
町　

中
重　

仁
子

梅
雨
入
り
の
遅
き
今
年
は
暑
さ
も
厳
し
い

　
　
　
　

疲
れ
る
体
で
一
日
過
ご
す	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

お
家
芸
野
球
ソ
フ
ト
空
手
が
外
れ

　
　
　
　

新
た
に
パ
リ
で
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
名
の
方
に

図
書
券
を
送
り
ま
す
。
ま

た
、「
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

ま
で
、
あ
な
た
の
近
況
、

ご
意
見
、
そ
の
他
、
一
言

添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

７
月
31
日（
水
）必
着
の
こ
と
。

６
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
６
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

天
沼
と
お
る
（
上
小
鳥
町
）

須
賀　

宏
江
（
双
葉
町
）

松
本　

信
子
（
柴
崎
町
）

鈴
木
ま
ゆ
み
（
城
山
町
）

上
原　

靜
子
（
沖　

町
）

金
子
林
一
郎
（
金
古
町
）

町
田　

直
樹
（
貝
沢
町
）

石
原　

妃
雪
（
倉
賀
野
町
）

飯
野　

雄
大
（
新　

町
）

矢
嶋　

政
江
（
富
岡
市
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

ア
イ
ア

サ

イ
ガ

お
便
り

【連載23】

小
林
聡
史
さ
ん

　
「
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に

通
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
私
は
本
稿
で
「
全
て
の

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

趣
味
は
仕
事
に
通

ず
」
説
を
主
張
し
た

い
。
私
の
趣
味
は
テ

ニ
ス
、ラ
ン
ニ
ン
グ
、

ピ
ア
ノ
、読
書
な
ど
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
怪
我

や
熱
中
症
、
日
光
皮

膚
炎
（
日
焼
け
）
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
つ

き
も
の
。
そ
う
し
た

経
験
は
、
ス
ポ
ー
ツ

医
学
（
的
診
療
）
を

す
る
時
に
活
き
る
。

ピ
ア
ノ
は
小
学
校
の
数
年
習

い
、
そ
の
後
20
年
以
上
や
っ

て
な
か
っ
た
が
、
最
近
ま
た

弾
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
昔

取
っ
た
杵
柄
」
状
態
で
、
意

外
と
弾
け
る
こ
と
が
楽
し

い
。
そ
う
し
た
経
験
は
、
社

会
的
処
方
を
す
る
と
き
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
読
書
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
他
者
の
物
語
を
疑
似
体

験
し
、
患
者
背
景
を
想
像
す

る
助
け
に
な
る
。

　

以
上
、
雑
な
「
全
て
の
趣

味
は
仕
事
に
通
ず
」
説
で
し

た
。

高崎中央病院
第２回健康講座のお知らせ

　５月15日の第１回健康講座は、リハビリ職員による身体
のフレイルと対策についての講話と実技で、40人ほどが集
まり熱心に聞き入っていました。
　第２回は、８月の暑い最中ですが、どうぞご参加ください。
日時：８月30日（金）〈14：00～15：00〉
場所：高崎中央病院１階 外来待合室
内容：�フレイル予防の食事・栄養について、管理栄養士が

お話しします。
　　　＊�専門職（看護師・薬剤師・栄養士・リハビリ等）

の相談コーナーも設けます。

　申し込みは不要です。
直接会場へお越しくださ
い。

お問い合わせ先：
　高崎中央病院 
　地域連携室
　電話：027-323-2753
　　　　（直通）

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

2024年７月10日 ⑹2024年７月号（第700号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

レタスとベーコンのかぼちゃサラダ

●材　料（２人分）
・かぼちゃ（皮付き）………… 70g
・レタス……………………… 40g
・ベーコン…………………… 15g
・マヨネーズ……小さじ１（４ｇ）
・粗びき黒こしょう………… 少々
●作り方

　シャキシャキのレタスたっぷりのかぼちゃサラダです。かぼちゃの
やさしい甘みとベーコンの塩気で箸が止まらない一品です。
� （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　海野　智子）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

①�かぼちゃは一口大に切ります。
レタスは細切り、ベーコンは１
cm幅に切ります。
②�かぼちゃ、ベーコンを耐熱ボウ
ルに入れ、ふんわりラップをし
て電子レンジ（600w）で５分加
熱します。加熱時間は２人分の
目安です。
③�かぼちゃがやわらかくなったら、
熱いうちにフォークの背で粗く
潰します。
④�レタス、マヨネーズ、粗びき黒
こしょうを加えて混ぜ合わせた
ら出来上がりです。

〈１人分の栄養価〉
　123kcal.　塩分0.5g

う
た
ご
え
〝
と
も
し
び
〟

	
中
居
第
一
支
部
・
と
も
し
び
班

ジ
ャ
ガ
イ
モ
食
べ
く
ら
べ

�

玉
村
支
部
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
班

元
気
に
学
習
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

�

片
岡
・
八
千
代
支
部
　
片
二
班

　

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
の
参

加
者
の
声
か
ら
生
ま
れ
た

〝
う
た
ご
え
”。

　

新
宿
の
う
た
ご
え
喫
茶

「
と
も
し
び
」
か
ら
い
た
だ
い

た
名
前
で
す
。

　

気
温
上
昇
の
６
月
16
日
、

畑
に
集
合
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収

穫
班
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
13
人
で
、
60
代
か
ら

　

真
夏
日
と
な
っ
た
６
月
11

日
、
片
二
班
会
で
は
９
人
が

参
加
し
て
、
高
齢
者
あ
ん
し

　

う
た
声
も
ギ
タ
ー
も

フ
ォ
ー
ク
歌
手
の
よ
う
な
人

に
来
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
歌
舞
団
に

い
た
と
い
う
ア
メ
リ
カ
か
ら

帰
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
人
。
一
人

１
歳
ま
で
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
で
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

男
爵
、
メ
ー
ク
イ
ン
、
き

ん
セ
ン
タ
ー
通
町
職
員
の
青

木
麻
由
美
に
よ
る
「
介
護
保

険
に
つ
い
て
」
の
お
話
が
あ

６
月
の
活
動

６
月
の
活
動

で
声
も
出
な
か
っ

た
の
に
、
み
ん
な

と
う
た
え
た
～
。

青
春
時
代
を
思
い

出
し
て
う
る
う
る

～
。
な
ど
感
動
の

声
が
い
っ
ぱ
い
。

　

み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
歌
集

が
あ
り
ま
す
。

た
あ
か
り
の
３
種
類
を
掘

り
た
て
、
茹
で
た
て
で
の

食
べ
く
ら
べ
。
定
番
の
バ

タ
ー
、
味
変
に
味
噌
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
を
お
好
み
で
。

「
ど
の
イ
モ
も
甲
乙
つ
け
が

た
く
美
味
し
い
！
」「
さ
っ

き
畑
に
居
た
イ
モ
も
こ
ん

な
に
早
く
口
に
入
れ
ら
れ

て
び
っ
く
り
！
」
と
爆
笑
。

　

次
は
、
６
月
30
日
（
日
）

の
尾
瀬
ハ
イ
ク
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
高

崎
市
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
班
会

は
、
頭
（
脳
）

と
手
の
指
先
を

使
っ
た
、
フ
レ

イ
ル
予
防
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容

で
し
た
。

　昨年の草取りがとても大変だったので、今年はマルチを利用し
ました。雨の予報と聞き、当初６月２日に行う予定を変更して、
同１日に６人の参加でマルチ張りを行いました。
　翌週の９日は快晴、11人で550本の苗を植え付けました。
　昨年同様の大豊作を願いつつ、今後は毎月第２日曜日に草取り
を行います。10月27日（日）に収穫祭を計画しています。
　草取りに参加できる方は、組合員活動部までご連絡ください。

―5年ぶりに代表を派遣します！！―
　今年も８月に広島で原水爆禁止2024年世界大会が開催されます〈８月４日
（日）～６日（火）〉。その大会へ、当生協からは実に５年ぶりに代表者として
職員（２人予定）が参加することになりました。医療生協として、「命の尊さ
と平和」を訴え、「武器より薬、兵士より医療」を呼びかけ、原爆の悲惨さを
発信していきます。

―折り鶴の作成と糸通し作業のできる方を大募集します！―
　代表者が世界大会(広島)に持っていく折り鶴の作成とその糸通し作業ができ
る方を大募集します。作業の日程など、詳細は下記までお問い合わせください。

原爆パネル展のお知らせ ―今年も４会場で開催します―
期間：７月22日（月）～８月９日（金）
場所：高崎中央病院・歯科診療所・通町診療所・
　　　組合員ふれあい会館の各待合室　※各箇所で数枚を展示します。

電話：027‐323‐2762　担当・佐藤　＊畑の場所や道具の案内を致します。

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで　TEL:027-323-2762

今年もサツマイモ収穫祭今年もサツマイモ収穫祭

原水爆禁止2024年世界大会（広島）について原水爆禁止2024年世界大会（広島）について

植え付け550本植え付け550本

社会保障委員会

金井沢碑と山上碑を歩いてめぐる
教育文化委員会　ふるさとの散歩道

　今回のふるさとの散歩道は、６月５日に行われ、上信電鉄の根小屋駅（高
崎市）から金井沢碑に向かい、高崎自然歩道を使って山上碑、山名駅（同市）
まで歩きました。
　金井沢碑まではゆるやかな舗装道路で皆さん余裕でしたが、自然歩道に
入るとさわやかな新緑やウグイスの声に心躍りつつも、上り下りの山道に
階段、前日の雨で滑りやすいところもあり、いつになくハードなコースと
なりました。それでも、90歳を筆頭に参加者
７人で歩き切りました。
　金井沢碑・山上碑では、覆屋をのぞき込み、
解説の音声を聞いて歴史に思いをはせました。
　尚、８月のふるさとの散歩道はお休みです
が、９月７日（土）に赤城山方面を企画して
いますので、どうぞお楽しみに！

創立70周年
記念事業

テントの下でじゃがいも調理

せんべい返しゲームで盛り上る


